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＜連絡事項＞

· 明日、入院予定1名あります。男性でアルコール依存症の患者様で、以前にも入院予定となっていましたが、入院を拒否した患者様です。

· 毎年恒例の職員旅行の日程が決まっています。なお、班希望・不参加届けを提出する際は各施設のA.O.M.のサインが必要となります。病棟は、佐藤A.O.M.です。締め切りは5月21日（月）となっていますが、勤務表作成の都合上、早めに提出するようにしましょう。不明な点は法人職員福利委員会に問い合わせて下さい。

旅行日程：1班→6月19日～20日

　　　　　2班→7月12日～13日

　　　　　3班→7月23日～24日

· 5月の心電図検査の日程が決まっています。5月14日（月）13時から開始となります。全スタッフ、検査技師に協力するようにしましょう。

予定者～Ａユニット：榮田豊様、清水由美子様、曽我正子様、古川富蔵様、

和田昌様、野沢英貴様

　　　　　　Ｂユニット：阿部文香様、河原木泰志様、北山幸博様、木村格治様、

　　　　　　　　　　　　熊澤容子様、寺地利代子様、鳴瀬裕之様、古舘正行様、

　　　　　　　　　　　　山田典子様、住吉鉄男様
　　　　　　Ｃユニット：佐々木悦子様、高橋礼子様
　　　　　　合併症室：中村松五郎様
· 心理検査の日程が決まっています。全スタッフ、心理士に協力するようにしましょう。

5月16日（水）　14：10～　上野千奈津様

5月18日（金）　14：10～　木村格治様
· 本日、小坂Drの婦人科診察の予定でしたが、電話にて確認したところ別な予定が入っており中止となり、明日の13時に来るとのことでした。

～婦人科診察予定患者様～

・清水由美子様～乳汁の分泌があり、子宮の不快感を訴えている。また、持参薬で婦人科の薬を内服中。

・熊澤容子様～生理がきておらず、注射を希望。

＜患者様連絡事項＞

· 砂葉良子様～本日、症状沈静好転化・療養環境変更のため、東病棟Aユニットより西

病棟Bユニットへ転出となっています。

· 坂本良雄様～本日、療養環境変更のため、東病棟Cユニットより南病棟Bユニットへ
転出となっています。

· 神山忠強様～昨日、胸部レントゲン施行。結果、肺炎の悪化見られており、内科医と
主治医（安ヶ平Dr）の判断では転院をさせたほうが良いとのことで、家族へ連絡。家族も転院を希望しており、本日、八戸赤十字病院呼吸器科へ転院のため退院となっています。

· 熊澤容子様～以前に行った、退院請求の結果が書面で病院・本人宛に来ています。

☆審査結果：「措置入院継続」

主治医より措置症状は消退しているため、来週末には措置解除・退院を考えているとの意見がありました。また、家族（母親）は「なんで退院できないんですか」などと一方的な訴えは多いですが、退院後の受け入れについては了承しています。今後は、本人の状態変化の有無に注意して観察と介入を続けていく必要があります。
· 上野千奈津様～喫煙について、1日10本までとします。特に時間の設定はなく、朝に

まとめて渡すということもしません。希望時に1本渡し、正の字でカウントしていき10本になったらストップとします。全スタッフ周知徹底するようにしましょう。

＜OT報告＞

· 阿部文香様～不機嫌さはないが、作業の指示を出しても全く出来ない状態でマンツー

マンでの指導が必要。貼り絵から絵を書く作業に変更しているが、画用紙を渡してもほとんど書けない状態。そのため、絵本を渡し書き写すという作業を促すと何とか行えている様子。また、椅子の座り方が悪いのか椅子より転ぶことある。外傷はない。調子が悪い時は、無理して来させないようにして下さい。

· 豊巻薫様～作業療法に復帰して2週間が経つ。落ち着きに欠け、集中力も続かない様

子。5分くらい作業をして、ボーッとしていたり外を眺めたりしている状態。また、作業中のトイレが頻回。コップを持参して作業に参加しているときもある。今後は、コップを持参させないようにし、トイレも病棟で済ませてくるようにして下さい。全スタッフ周知徹底するようにしましょう。

＜新入院患者様＞

古川　富蔵様（フルカワ　トミゾウ）55歳　男性　統合失調症

病棟：東Aユニット隔離室（終日隔離）　処遇制限：面会（誰の面会でも）・電話禁止

入院形態：医療保護入院

主治医：猪股先生
八戸市にて同胞3名の第1子として出生。元来、内気な性格であった。地元の小学校・中学校へ進学。中学校卒業後、左官見習いとして働くが、同僚と上手くいかず、2年程で仕事を辞める。

昭和53年春頃、不眠と頭痛を訴え、八戸市立市民病院精神科受診（詳細不明）。昭和53年5月交通事故に遭い、両足ひざ・すねを骨折して、青森労災病院へ入院（～昭和53年11月）。昭和54年頃から、「自分の足が犬の足になった、豚の足になった」訴え、家から出なくなった。昭和56年夏頃から、易怒性が強まり、「ぶっ殺される」「隣の人が犯人だ」「自分には死神やキツネが憑いている」などと怒鳴ることがあった。また、大声で叫んだり、物を壊したりすることがあった。昭和57年7月頃より、家人への暴力行為があり、幻聴・妄想・独語・不眠などの症状も持続している為、昭和57年8月14日家族・警察官と供に当院受診し入院（～昭和58年11月6日）。入院中は興奮することはなかったが、他者との交流はほとんどなかった。退院後は自宅療養となり、外来通院をおこなっていたが、不定期であり、服薬中断を繰り返していた。昭和59年頃から関東方面に出稼ぎに行くが、1年ほどで帰ってきた。この間は母親が代わりに受診して、薬を送っていた。昭和60年実家に帰ってきて、水道工事の仕事を行っていたが1年ほどで辞めて、以後仕事をせず無為に過ごしていた。昭和62年8月19日を最後に通院を中断し、以後精神科病院への受診歴はない。

数年前から、夜間「隣の屋敷をとってやる」「殺される」などと大声で叫ぶことがあった。幻聴・妄想・不眠などの症状が持続しており、自室にこもり、部屋は乱雑であった。食事の時には自室から出てきていたが、母親と会うと直ぐに部屋に戻っていた。平成19年5月1日母親が保健所に相談に行き、受診協力要請をする。平成19年5月9日保健師が本人宅を訪問するが、本人の拒否が強く、自室から出てこようとしなかった。本日、家族・保健所職員・警察官に付き添われ当院受診。待機中、興奮見られていた様だが診察中の興奮はない。しかし、表情の硬さ、独語・舌打ち・落ち着きのなさが見られている。医師から入院治療の説明をされても返事もせず、眼も合わせようとしない為、東病棟Aユニット隔離室（突発的な暴力の可能性が考えられる為）に、医療保護入院となる。
入院後、抗精神病薬の筋肉注射の指示あり施行するが拒否や興奮は見られない。食事も拒否することなく摂取。その後は、自室内にて臥床していることがほとんどで興奮などは見られないが、声掛けに対しても発語はなく疎通がほとんど取れない状態。

　今後は、拒否や拒薬の有無。興奮や暴力行為の有無。独語の内容や表情の変化の有無を観察しながら、本人の安全と安楽を第一優先に考えて介入していきます。また、ある程度疎通が取れるようになったら今回の入院に対する振り返りを促していきます。なお、突発的な暴力行為が考えられる為、スタッフ数名で対応するようにしましょう。












